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歳
代

昭
和
４０
年
代
、
水
源
の
水
質
悪
化
や
要
求
水
質
の
高
度
化
―
超

の
世
界
つ
ま
り
Ｐ
Ｐ
Ｍ
か
ら
Ｐ
Ｐ
Ｂ
、
Ｐ
Ｐ
Ｔ
の
世
界
に
向
か
う

動
き
の
中
で
、
研
究
開
発
者
の
立
場
か
ら
み
て
水
処
理
技
術
も

個
々
の
と
こ
ろ
で
改
善
改
良
が
見
ら
れ
た
が
、
在
来
技
術
の
限
界

に
対
す
る
閉
塞
感
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
対
照
的
に
、
電
子
産
業

は
真
空
管
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ヘ
、
そ
し
て
半
導
体
へ
と
変
貌

そ
の
進
歩
発
展
は
著
し
く
、
こ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
な
革
新
的
技

術
開
発
を
渇
望
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
上
司
の
事
業
担
当
役
員
か
ら

「■
億
円
を
君
に
預
け
る

か
ら
好
き
な
商
品
の
開
発
に
使
っ
て
よ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
大
き

な
信
頼
と
期
待
に
震
撼
し
て
、
培
っ
た
技
術
者
魂
に
火
が
つ
き
、

思
い
切
っ
て
商
品
開
発
を
進
め
、
失
敗
と
成
功
を
重
ね
た
。
こ
の

と
き
は
水
環
境
問
題
の
解
決
に
い
さ
さ
か
で
も
貢
献
し
た
い
、
水

処
理
技
術
の
限
界
か
ら
脱
出
し
た
い
と
い
う
使
命
感
に
燃
え
て
い

一
た
。
こ
の
よ
う
な
極
め
て
ま
れ
な
機
会
と
経
験
が
そ
の
後
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮
す
る
水
人
生
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
く
れ

た
。
光
り
輝
く
、
充
実
し
た
３０
歳
代
だ
っ
た
。

膜
技
術
が
興
味
深
い
の
は
生
命
現
象
に
由
来
し
、
そ
の
ヒ
ン
ト

は
生
体
膜
に
あ
る
。
細
胞
膜
は
薄
い
半
透
膜
だ
が
、
そ
れ
を
通
し

て
水
分
や
イ
オ
ン
の
養
分
が
吸
収
さ
れ
た
り
、
老
廃
物
が
排
泄
さ

れ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
も
■
つ
の
膜
で
、
異
な
る
大
き
さ
の
物

質
を
選
択
的
に
出
し
入
れ
す
る

「勝
れ
物
」
だ
。
庭
島
で
の
逆
浸

透
膜
の
導
入
で
予
感
し
た
膜
技
術
の
発
展
と
適
用
は
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
っ
た
。

逆
漫
透
膜
は
水
の
中
の
塩
分
を
取
り
除
く
か
ん
水
の
脱
塩
や
海

水
の
淡
水
化
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
海
水
淡
水
化

は
人
類
の
夢
だ
。
逆
浸
透
膜
に
よ
る
水
道
施
設
は
平
成
９
年
沖
縄

に
造
水
能
力
が
４
万
立
方
財
／
日
の
装
置
、
福
岡
市
に
平
成
１７
年

に
５
万
立
方
財
／
日
が
完
成
し
た
。
膜
技
術
で
世
界
で
先
行
す
る

日
本
の
膜
企
業
３
社
は
、
逆
浸
透
膜
で
５０
％
を
超
え
る
世
界
シ
エ

ア
を
誇
っ
て
い
る
。
三
菱
重
工
業
は
中
近
東
最
大
規
模
と
な
る
造

水
量
２０
万
５
千
立
方
財
／
日
の
プ
ラ
ン
ト
を
受
注
し
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
ラ
ー
ビ
グ
石
油
精
製
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
平

成
２０
年
建
設
の
予
定
、
東
洋
紡
績
製
の
中
空
糸
膜
を
使
用
す
る
。

半
導
体
産
業
で
要
求
さ
れ
る
超
純
水
は
、
塩
分
つ
ま
リ
イ
オ
ン

の
他
に
、
微
粒
子
、
有
機
物
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
を
極
限
ま
で
除
く

必
要
が
あ
る
。
昭
和
４８
年
日
本
で
初
め
て
逆
浸
透
膜
を
取
り
入
れ

た
超
純
水
製
造
装
置
が
導
入
さ
れ
て
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
で
は
除

去
で
き
な
い
有
機
物
、
微
粒
子
な
ど
が
除
去
可
能
と
な
り
、
こ
の

た
め
製
品
歩
留
ま
り
率
は
５０
％
か
ら
９５
％
以
上
に
向
上
、
生
産
効

率
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
日
本
の
半
導
体
産
業
の
生

産
性
の
飛
躍
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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鹿 島臨 海 工 業 地 帯 の逆 浸 透 脱 塩 装 置
日量 3千 立 方 ドル (1971年 )


